
ー
ズ
に
な
り
、
安
心
・
安

全
度
が
増
し
た
」
と
管
理

組
合
は
高
く
評
価
し
て
い

る
。入

室
し
て
の
消
防
点
検

の
実
施
率
が
低
い
こ
と
を

問
題
視
し
て
、
「
１
７
０

号
通
知
」
を
改
善
す
る
動

き
も
あ
る
。

大
阪
市
福
島
区
の
マ
ン

シ
ョ
ン
（
築

年
、
74

戸
）
は
６
年
前
に
「
消
防

設
備
点
検
の
実
施
率
が
50

％
と
低
す
ぎ
る
。
安
心
・

安
全
を
担
保
で
き
る
シ
ス

テ
ム
に
改
善
し
た
い
」

（
管
理
組
合
）
と
の
願
い

で
、
前
出
の
方
法
で
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
を
更
新
し
た
。

Ｒ
・
Ｋ
・
Ｉ
設
備
保
全

で
は
「
消
防
法
１
７
０

号
」
の
通
知
か
ら
35
年
が

経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
同

対
象
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対

し
て
「
２
回
目
の
イ
ン
タ

ー
ホ
ン
更
新
時
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
！
」
と
呼
び
か

け
て
い
る
。

り
、
東
名
阪
で
年
間
１
万

５
千
戸
の
施
工
実
績
の
あ

る
「
Ｒ
・
Ｋ
・
Ｉ
設
備
保

全
」
（
本
社
大
阪
）
だ
。

同
社
は
既
設
配
線
を
利
用

し
て
、
既
設
の
警
報
監
視

盤
を
「
統
合
盤
シ
ス
テ

ム
」
に
更
新
す
る
こ
と

で
、
火
災
発
生
時
に
、
出

火
住
戸
に
加
え
て
、
出
火

階
・
直
上
階
の
近
隣
住
戸

に
も
火
災
を
知
ら
せ
る
こ

と
を
可
能
と
し
た
。

改
善
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

当
た
っ
て
は
、
管
理
組
合

の
協
力
の
も
と
、
所
轄
消

防
署
に
相
談
「
１
７
０
号

通
知
」
の
ま
ま
で
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
が
了
承
さ
れ
て

い
る
。

同
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は

住
戸
内
の
火
災
感
知
器
を

遠
隔
試
験
機
能
対
応
タ
イ

プ
に
更
新
し
た
た
め
、
年

２
回
の
消
防
点
検
が
入
室

を
必
要
と
せ
ず
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
「
コ
ロ
ナ

禍
で
も
点
検
実
施
が
ス
ム

埼
玉
県
朝
霞
市
の
マ
ン

シ
ョ
ン
（
築
31
年
、
89

戸
）
は
昨
年
９
月
に
２
回

目
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
た
。

管
理
組
合
の
最
大
の
目

的
は
「
火
災
警
報
シ
ス
テ

ム
」
の
改
善
だ
っ
た
。
同

マ
ン
シ
ョ
ン
は
消
防
法
１

７
０
号
通
知
対
象
で
、
当

該
住
戸
内
の
み
の
火
災
鳴

動
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。
そ

の
た
め
「
消
防
車
が
来
た

け
ど
、
ど
こ
で
火
災
が
あ

っ
た
の
？
」
と
他
の
住
戸

で
は
気
づ
か
な
い
状
況
だ

っ
た
。

「
火
災
発
生
時
は
、
発

生
住
戸
内
で
し
か
発
報
し

な
い
た
め
、
近
隣
住
戸
の

居
住
者
が
逃
げ
遅
れ
て
し

ま
う
危
険
性
を
感
じ
て
い

た
」
（
管
理
組
合
）

管
理
会
社
を
通
じ
て
、

改
善
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
相

談
を
受
け
た
の
が
、
消
防

・
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
設
備
改

修
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ

マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
築
す
る
場
合
、
消
防
法
で
各
種
防
災
設
備
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
消
防
法
２
２
０
号
通
知
（
２
０
０
５
年
３
月
か

ら
特
例
通
知
か
ら
総
務
省
令
第
40
号
へ
格
上
げ
）
共
同
住
宅
用
自
火
報
設
備

で
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
と
自
動
火
災
報
知
設
備
（
自
火
報
）
が
連
動
さ
れ
、
火
災

発
生
し
た
場
合
、
当
該
住
戸
だ
け
で
な
く
、
出
火
階
・
直
上
階
全
て
の
住
戸
で

も
警
報
発
報
す
る
こ
と
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
同
通
知
は
１
９
９
５
年
10
月
か

ら
の
適
用
だ
が
、
そ
れ
ま
で
は
１
９
８
６
年
12
月
に
通
知
さ
れ
た
１
７
０
号
通

知
の
適
用
で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
各
住
戸
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
防
火
対

象
物
と
み
な
し
て
、
火
災
発
生
住
戸
し
か
発
報
は
必
要
な
く
、
自
火
報
の
設
置

が
免
除
さ
れ
て
い
た
。
安
心
・
安
全
な
マ
ン
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て
、
こ
の
「
１

７
０
号
通
知
」
の
改
善
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
動
き
が
出
て
き
た
。

｢消防法１７０号｣通知 改善インターホンリニューアル

これまでは火災発生時に｢発生住戸内｣しか発報せず

入
室
不
要
で
確
実
に
火
災
感
知
器
の
点
検
可
能
に

一括遠隔試験機能

により、不在住戸

も含めて、入室す

ることなく、確実

に感知器の点検が

出来る
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